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長時間労働者の面接指導の実際

1 循環器疾患及び精神障害の労災認定

2 長時間労働者の面接指導

3 医療法に基づく面接指導
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循環器疾患及び精神障害の封災認定

匝業関連疾患 Cwork-rela凶 出eases)¥

1976年、 W斥Q総会

1982年、 WHO専門委員会で採択

1985年、 WHO専門委員会報告書 (妓報第714号)
behavioural resPOnses and psycho-somatic iIIness. hypertension. 
ischaemic heart d巴ease.chronic non-specific respiratory disease. 
locomotor disorders 
〔精神疾患、高血圧、虚血性11)¥疾患、慢性腺吸器疾患、筋骨格系疾患}

1990年、 l日労働省作業関連疾患総合対策研究
「一般住民にちひろく醇在する疾患ではあるが、

作業条件や作業環境の状態によって、発症率が
高まったり、悪化したりする疾患」
高血圧、動脈硬化、糖尿病、脳血管疾患、
虚血性JI)¥疾患、ストレス

1999年、 ILO/WHO合同委員会報告書
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循環器疾患及び精神障害の労災認定
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循環器疾患及び精神障害の労災認定

「過労死」の報告 (1978年〕

ι(よ畑銭乏丞が「過労死」の用語を使用し、循環器疾患17人 (脳血管疾患8人、急
佐川不全5人、 ，~\筋綬塞4人〉の症例(新聞記者等6人、工員6人、タクシー運転手
4人、銀行員1会〉を報告。深蛮盟倒、長堕飽盟国、高室度当1動、責伍重1.l2台1動
の連続(過当蓄積要因〉が背景にあり、基盤産量2政宣治隼j孟.'l.Zムの孟Lm正招き、
さらなる過労(過努薩蓬重菌〉が重なって、発病に至ると推測。
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循環器疾患及び精神障害の労災認定

日 本における労働時間と循環器疾患の疫学研究 (コホート研究)

多需品l研究ー究〕、 f鰐礎新潟、高知、長崎、沖縄

の 、 日戸 こ在住の40~59歳男 0i2集ま?追跡」ー

労個臨時岡 山筋梗軍
尭生恕 。筋穫塞 P for trer可

脳出血 脳血管障曹循嘩揖贋曹 く7 1.29 (0.81-2.05) 
/白人 人 人 人 7~五 1.00 

9'五 1116233J (034~177〕
く7 ヨコ 73 209 266 LJ三 0..07 (101.......2.63 
7亘 76 118 283 371 脳出血
9孟 66 91 194 262 <7 1.07 (0.73-1.56】
11:五 28 21 59 88 7:五 1.00 

9:玉 KE古』0.89-1.62)
「1孟 0.64 (0.37-1.09) 0.08 

苅量者 脳血管障嘗合計
埠働時間 開始時人恕 観察叡 く7 1.04 (0.82-1 .32) 

/白人 人 ・年 7'五 J器(0.87-1.29)
く7 694 43.460 9" 

11;> 0.83 <0.60-1.13) 0.21 
7豆 邑596 100.503 循環輯疾患古肘
9~玉 5.945 78，257 く7 1.09 (0.88-1.34) 
11 ~ 2.042 29.(旧8 7孟 1.00 

9昌 a ③ ，<0.92-1.30) 
11:五 0.97 (0.75-1.25) 0.69 

調益変恕年齢、 BMI、高血圧歴、糖尿病歴、脂質異常症歴、
喫煙習慣、飲酒習慣、歩行 ・立位時間、睡眠時閣、職種

Hayashi R.I田 H.et a1. Circ. J. 2019: 83151: 1072-1079 

循環器疾患及び精神障害の労災認定

国際的 な 労 働時間と循環器疾患のメタ分析

国連機関ClLO/WHO)によるメタ分析

週労働時間 リスヲ (95%恒頼区間〉 輸文叡 対量人口

虚血性申症患、発症
35-40時間/週 1.00 
41-48時間/週 0..98 (0.91-1.07) 20編 312.2(刃人
49-54時間/週 1.05 (0.94-1.17) 18編 308.405人
55 時間/週 1.13 (1.02-1.26) 22編 339.680人

慮血性山疾層、死亡

35-40時間/週 1.00 
41-48時間/週 0.99 (0.88-1.12) 13編 288.278人 -、

49-54時間/週 1.01 (0.82-1.25) 11編 284.474人 U J. Pega F. Uiila Y. et al 
55 時間/週 1.17 (1.05-1.31) 16編 726.803人 Environ Int. 2020: 142: 105739 

週労働時間 リスク (95%恒頼区間〉 踊宜盟 苅量人口

脳血管臣車、発症
35-40時間/週 1.C白
41-48時間/置 1.04 (0.94-1.14) 18揖 277.202人
49-541時間/週 1.13 (100-1.28) 17縄 275.181人
55 時間/週 1.35 (1.13-1.61) 7編 162.644人

脳血管疾君、死亡
35-40時間/週 1.00 
41-48時間/週 1.01 (0.91-1.12) 12編 265.937人
4，ト54匝閤/週 1.13 (0.99-1.29) 11絹 256.129人 D匝""'thaA. Sembaiwe G. et al. 
55 時間/週 1.C自(0.89-1.31) 10幅 664.647人 Environ Int 2020: 1 42: 105746 

ヌ



循環器疾患及び精神障害の労災認定

業務による循環器疾患と精神障害

循環器疾患を発生させることがわかっているリスク要因 (血圧高値、脂質代謝異常、
耐精能異常、喫煙、メタポリ ツクシンドローム、 I~\E里的ストレス、寒冷刺激、重量
崎重織、 二硫化炭素、 一酸化炭素)とは狙立に、長時間労働力T短時間睡眠等を介し
て虚血性I~\疾患のリスクになることが認められつつある。
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循環器疾患及び精神障害の労会認定

初めての信環器疾患の労災認定事例

1948年、食糧営団配給所長であった54歳男性は、発症前夜、食糧稲送中の
船が難破し、小麦粉2.500袋が波打ち際に漂着したとの急報に穫し、午後2時
現場に到着。重量防団員を指揮し、自ら海中lこ入って、食糧宣言団本所よりの指令に
よる緊急水揚を行い、夜間に入って集積完了のよ、現場附近の民家に仮泊しだ。
翌日午前了時から作業を開始し、集積地から牛馬車道まで約300mの砂地を小
麦粉 (約50キロ〉を運織する業務に従事した。
翌日午後2時頃、作業中lこAは気分が悪いと同僚!こ告げて休憩、全身にふるえ

を発し、医師の手当を受けさせたが、 脳溢血の症状を呈し10日後に死亡した。
AI立、通常は配給所長として経理事務を主に行っており、健康状懸は良好痩形で、
いわゆる脳溢血のタイプではなく、飲酒震は通常2合程度であるが発病前1ヶ月
間は飲酒していなかった。医師は、精神的 ・肉体的に過度の労働に服したため、
一時的に血圧が冗進し、これが誘因となって脳出血を発したものと認定レた。
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循環器疾患及び精神障害の労災認定

「長時間の過重労働Jを労災認定基準に追加する根拠となっだ判決

1984年5月11目、 損保会社支庖畏運転手54歳男性がくち膜下出血を発症した
事案が労災申請されたが不受給と判断された。本省への再審査請求でも不支給が
決定した後に取消しを求めて国を提訴しだ。

上告審の判決 r業務は、支庖長の葉草する自動車の運転という業務の性質か
らして精神的緊張を伴うちのであった上、支后長の業務の都合に合わぜて行われ
る不規則なものであり、その時間は早朝から深夜に及ぶ湯合があって拘束時闘が
きわめて長く、また、上告人の業務の性質及び勤務態僚に照らすと、待機時間の
葎在を者団習してち、その労働密度は決してjBoくはないというべきである。

発症の約半年前の周年12月以降は、 1日平均の時間外労働時聞が7時間を上
回る非常に長いもので

慢性の疲労や過度のストレスの待続が慢性の高血圧症、動脈硬化の原因のー
つとなり得るちのであることを併ぜ考えれば、

他に確たる泡悪要因を男いだぜない本{牛においては、上告人が石発症前に従
事していだ業務による過重な精神的、身体的負荷が上告人の石基礎疾患をその自
然の経過を超えてI宮懇さぜ、告発症に至ったものとみるのが相当であって、その
聞に相当因果関係の寄在を肯定することができる。」

償浜南労基署畏事件 ・愚高裁判決、 20∞ | 

循環器疾患及び精神障害の労災認定

循環器疾患の労災認定基準

1961年 1987年 2001年

異常な出来事 | l短期間の過重業務 ! |長期間の過重業務 |

+ 
労働時間 労働時間
①発症直前から前日までの聞に ①発症前1~6月平均で月45時間
特に過度の長時間労働が認められ 以内の時間外労働は、発症との
ること 関連は弱い
②発症前おおむね1週間以内に ②月45時間を超えて長くなるほど
継続した畏時間労働が認められ 関連性は強まる
ること ③発症前1月に 1()(コ時間又1d:2~6丹
③体巴が確保されていないこと 平均で月80時間を超える時間外

労働は、発症との関連性は強い

+ + 
労働時間以外の負荷要因

ー
+ s 

総合判断
基礎疾患の程度

昭和36年2月13自信け基発第116号、 '961
昭和62年10月26日伺け基発620号、 1987

平成13年12月1281寸け基発第1063号、 1999

5 



循環器疾患及び精神障害の労災認定

循環器疾患の労災認定基準改正 (2021年)

労働時間以外の負荷要因の見直しを行い、 蒜字の項目を新たに追加しました.

. 拘束時間の畏い勤務

勤務時間の不規則性

休日のない連続勤務

勘薦問イシターパルが短い勘務
滋 I動朝間インターJ(JしJとは‘轄緩から，究の動輯の

描業までをいいます

不規則な勤務・交替制勤務・深夜勤務

事業場外における |出張の多い業務

移動を伴う業務 |その他事績場外における移動を伴う鎌務

心理的負荷を伴う嫌務 ※直正嗣の『帽神的思措置を伴う鎌輯」白内容を拡充しました

身体的負荷を伴う農務

作業環境 |温度環境

※畏開聞の過重雛務では柑加的に評価 |騒音

令和3年9月1481'すけ基発0914第1号、 2021

循環器疾患及び精神障害の労災認定

精神障害の箔災認定基準

「業務によるω理的負荷評価表」

特別な出来事

l山理的負荷が極度のもの

極度の長時間労働

特別な出来事以外

①事故や災害の体験

②仕事の失敗、過重な責任の発生等

③仕事の量 ・質
④役割 ・地位の変化等

⑤パワーハラスメント
⑥対人関係

⑦セクシュアルハラスメント

業務による山理的負荷

業務以外の1t)1理的負荷

個体側要因

「業務以外の1t)1理的負荷評価表」

①自分の出来事

②自分以外の家族 ・親族の出来事

③金銭関係
④事件、事故、災害の体験

⑤住環境の変化

⑥他人との人間関係
「個体側要因」

精神障害の既往歴

アルコール依寄症等

精神障害(気分障害・御経症性障害等〉

自殺 (故意の欠如の縫定)

平成11年9月14日付け基発第544号、 1999
平成23年12月23日付け基発1226第1号、 2011

令和2年5月29日付け基発0529第1号、 2020
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循環器疾患及び精神障害の労災認定

精神障害の労災認定基準

精神障害の発病前おおむね6か月間に業務による強いI~\理的負荷が認められること
業務以外のI~\理的負荷や個体側要因により発病したとは認められないこと

「強い山理的負荷」 と認められる出来事の具体例

1 I特別な出来事」
1)強姦や、本人の意思を抑圧して行われたわいせつ行為などのセクシュ?ルハ

ラスメントを受けだ場合など II~\!!里的負荷が極度のもの」 と認められた揚合
2)発病直前の1カ月に概ね160時間を超えるような、又はこれと同程度の (例

えば3週間に概ね120時間以上の)時間外労働を行うなど、 「径度の長時間労働」
が認められた混合

2 I出来事J* 
1)自らの死を予感させる程度の事故等を体験しだ湯合
2)業務に関連し、ひどい嫌がらせ、いじめ、又は暴行を受けだ傷合
3)長時間労働がある湯合、
① 発病直前の2力月間連続して概ね1208奇間以上/月の時間外労働
② 発病直前の3力月間連続して概ね100時間以上/月の時間外労働

* I出来事」 の内容に基づき、 I~\理的負荷の程度を「強 ・ 中 ・ 弱」のいずれかに評
価する。また、複数の出来事がある揚合は全体評価を行う。 I~\理的負荷が円盤」と
評価された湯合に 「強いI~\理的負荷」 と認める。

平成23年12月23日伺け基発1226第1号、 2011

循環器疾患及び精神障害の労災認定

労災請求・認定された循環器疾患・精神障害の年次推移

(件〉

4・請求件叡
循環鶴疾患2日xH--._....__...- -+-支給件叡

精神疾患 4→育事件叡

4炉支給件敏
1500 

1 ()()() 

500 

2346 

1515 

9 

己主
285 

JF説FHFFH点結溺殺す縦税評F必55紫おお紛(年〕

過労死等防止対策白書、 2020
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循環器疾患及び精神障害の労災認定

労災認定された循環器疾患・精神障害の月当たり時間外労働時間叙

ー

<45時間

0% 
45時間亘

0% 

160時間亘 その他 160時間孟

7% 7% I鴻

140時間

7% 

-ー.

120時間孟

11% 

1αコ時間孟

24% 

循環器疾患

60時間吾

37% 

その他

27% 

160時間

孟

8% 

140時間

亘

4% 
120時間

亘

7% 

<20時間

18% 

100路間

孟

11% 

精神障害

20時間孟

7% 

40時間亘

7% 

60時間亘

5% 
60時間亘

6% 

過労死等防ヰ対策白書、 2020

循環器疾患及び精神障害の労災認定

労災認定された循環器疾患 ・精神障害の年代別割合

(%) 

12 1 
10.5 

ム

10 
3ニ/

8 一脳疾患
-I~臓疾患

/ o.U 
一循環器疾患合計

6 1 
一ー自殺

一 精神障害合計
3 4 1 

2 
O 

O 
~29歳 30歳~ 40歳~

平成22年1月から平成27年3月までの事実
(循環器疾患1564件、精神障害2000件〕

B 

11.2 

\、~\ ¥ 5.9 

50歳~ 60歳~

過労死等防止対策白書、 2017



循環器疾患及び精神障害の労災認定

労災認定された循環器疾患の疾病別割合

解離柱穴動脈溜

82 
5% 

J白臓突然死等

224 
15% 

11'，1筋穫塞

268 
17% 

婁

8

%

梗

2

5

脳

2

1

くも膜下出血

289 
19% 

平成22年1月から平成27年3月までの事案
(循環器疾患15641牛〉

過労死等防止対策白書、 2017

循環器疾患及び精神障害の労災認定

労災認定されだ循環器疾患の労働時間以外の負荷要因別割合

作業環境(温度・騒音・時差〉 建設

出張の多い業務

医療 ・福祉

-全業種

精神的緊張を伴う業務

不規則な動務
‘、

交替勤務 ・深夜勤務

拘束時間の長い勤務 s 
O 20 10 30 (%) 

過労死等防止対策白書、 2020
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長時間労働者の面接指導

長時間労働者の面態指導に関する法令による規定

労働安全衛生法第66条の8 事業者は、その労働時間の状況その他の事項が労
働者の健康の保持を考慮して厚生労働省令で定める要件に該当する労働者 (略〉
に苅し、厚生労働省令で定めるところにより、医師lこよる面獲指導(問診その他
の方法により1白身の状況を把握し、これに応じて面簸により必要な指導を行うこ
とをいう。以下同じ。〕 を行わなければならない。

2 労働者は(略〕面接指導を受けなければならない。ただし (略〕他の医師の
行う同項の規定による面媛指導に相当する面嬢指導を受け、その結果を証明する
書面を事業者に提出したときは、この限りでない。

3 、事業者は (略)面1童指導の結果を記録しておかなければならない。

4 事業者は(略〕当該労働者の健康を保持するために必要な箔置について
(略〕、医師の意見を聴かなければならない。

5 事業者は、前項の規定による医師の意見を勘案し、その必要があると認める
ときは、当該労働者の実情を考慮して、就業湯所の変更、作業の転換、労働時間
の短縮、深夜業の回数の減少等の箔置を講ずるほか、当該医師の意見の衛生委員
会若しくは安全衛生委員会叉は労働時間等設定改善委員会への報告その他の適切
な箔置を講じなければならない。

長時間労働者の面鐙指導

長時間労働者の面接指導を受ける対象者

①高度プロフエツショナル制度

健康管理時間

健康置理時間によらず、健康確憧箔置を労僅霊員会で協置

{高直プロフェッショナル制置導入聞の輯輯)

②研究開発業務

l00H 

wa:軍司園:
要皇出 . 

園 圃
聖出主J."

③一般労働者 45H 

労働時閣の状況{約

一' : .. 
• m 
' 

要申出

: .. E理• 墾申出

'.ーーーーーーーーーー・・，."・s・-について".
. ，み訟し労・8・岡引:'.&<. I 

~ I JI:鎗.鱒闘でカウントする l 

・"-ーーー単ー一一一-"

④管理監督者

労働時間の状況(料

⑤裁量労働制
(労.時間の総 兄(※)工:

畑 同 聞 こ 品 ず 1・・ 健康確保猪置を

rJETS3T昂叩‘ ，労使で凶定

{滋}労働者由健康曹理に着目した封.時間の状況

本高度ブロフ工ツショナル制度では健康管理時間= 在社時間+社外における業務従事時間

10 



長時間労働者の面接指導

就業上の箔置に関する意見

健康診断 長時間労働者の面簸指導 ストレスチェック

1947年義務 2006年申出 2019年 義務 2015年

全員 |長時間労働者 研究開発業務 全員
-高度プロ 医師 ・

フ工ツショナル 保健師
制度の労働者 II~\理的負18度後査|

医師 医師 ↓ 医師 申出

| 健康診断 薗簸指導 | | 面簸指導 | 
1996年

医師 i 医師 医師

就業上の意見| 就業上の意男j |就業上の意見 |
医師 ・

事業者 保健師 1996年事業者 事業者

就業上の箔置| 保健指導 l 就業上の箔置j |就業上の箔置|

長時間労働者の面媛指導

健康診断結果に基づき事業者が講すべき措置に関する指針

1 趣旨

2 就業上の1首置の決定 ・実施の手順と留意事項
(3)健康診断の結果についての医師等からの意見の臆取

ハ意見の内容
(イ〉就業区分及びその内容についての憲男

就業区分
就業上の箔置の内容

区分 内容

-、
通常動務 通常の勤務でよいちの

量規若による負荷を軽減するだめ、労働

勤務に制限を加える必
時間の短縮、出張の制限、時間外労働

就業制限 の制限、労働負筒の制限、作業の駈換、
要のあるもの

就業場所の変更、深夜業の固叡の滅場、
思間華波書への転後等の箔置を講じる。

要休業
勤務を休む必要のある 療費のため、休暇、休職等1;::より 定

ちの 期間勤務さぜないI昔置を講じる。
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長時間労働者の面接指導〆
コ均"i Ii勾ザbし山山1むh弘叫tも口τ4 

究J..::Iヨgり.1. 

健康診断結果に基づき事業者が講すべき措置に関する指針

1 趣旨
2 就業上の箔置の決定・実施の手順と留意事項
(3~ 健康診断の結果についての医師等からの意見の聴取
パ意見の内容
(ロ〉作業環境管理及ぴ作業管理についての意見

健康診断の結果、作業環涜管理及び作業管理を見直す必要がある揚合には、 作業
環境測定の実施、施設又は設備の設置又は皇室備、作業方活の改善その他の適切な箔
置の!必要性について意見を求めるものとする。

一.......就業制限
I . 要休業

r+就業上の箔置 ーー唱
L.......，作業環境改善

一---1作業方法改善事後指置・4

L...... 作業行動改善
.....保健指導 t 

' 生活習慣改蓄

長時間労働者の面態指導結果に基づき事業者が講すべき箔置に関する指針

→作成されていない

長時間労働者の面接指導

長時間労働者の面接指導に関する法令の規定

労働安全衛生規則第52条の3 法第66条の8の面媛指導l耳、 (略〉労働者の申出
により行うものとする。

2 前項の申出は、 (略〉遅滞なく、行うものとする。

3 事業者は、 〔略〉遅滞なく、法第66条の8の面簸指導を行わなければならな

い。

4 産業医は、前条第一項の要件に該当する労働者に対して、第一I頁の申出を行
うよう勧奨することができる。

労働安全衛生規則第52条の4 医師は、法第66条の8の面鑓指導を行うに当たっ
ては、 (略〕申出を行つだ労働者に苅し、次に掲げる事項について確認を行うも
のとする。

当該労働者の勤務の状況
一 当該労働者の疲労の蓄積の状況

三 前号に掲げるもののほか、当該労働者のI~\身の状況

12 



長時間労働者の面接指導

勤務の状況・疲労の蓄積の状況 ・ I~\身の状況
疲労蓄積の状況(例)動務の状況初U)

労1覇蒔商あ長さ
不規則な勤務の有無
拘束時間の長さ

宵要望空里担割主足立与と塑塁手J十手
fA>"̂"い似

Ir，¥身の状況(例〕 ド

出張の多さ

交替性勤務
/生活習慣(睡眠時間、就寝 ・起床時刻)
不眠に閲する自覚症状

勤務間インターパルの長さ

休日労働の有無

休日の過ごし方
通勤の時間と方法

人間関係などのス トレスの状況

精神的緊張を伴う業務
温熱涼境

騒音環境
業務内容
長時間労働となった理由

今後の業務見通し

人事からの勤怠情報等

飲酒

喫煙
体白の過ごし方

占状況健康診断結果

ストレスチェック結果

ミヒヨ芦スクリーニング CB守ID等〕

長時間労働者の面復指導 〆 似i胤 FEι L1cι今

Brief S臼tr山uct山ur制吋 In吋1吐加t
81この 2週間以上、毎日のように、ほとんど 1日中すっと憂うつであつだり沈んだ気待ちで
いました矛ヲ一一一 口いいえ口はい
82この 2週間以上、ほとんどのことに輿昧がなくなっていたり、大路いつもなら楽しめてい
だことが薬じあ志之なっていましだかつ 口いいえ口はい

干 T "Jクポイツト 1

81まだは82のどちらかが r/;:J:OIJであるである揚合 →下記の質問にすすむ

81または82のどちらかも「いいえJであるである場合『面鐙終了 〈うつ病を疑わない)

83この 2週間以上、憂うつであったり、ほとんどのことに興味がなくなっていた湯合、
あなたは
a毎晩のように、握眠に問題 (たとえば、寝つきが悪い、真夜申に目が覚める、朝早 4目覚め
る、寝過ぎてしまうなど)がありましたか? ロいいえ口はい
b毎日のように、自分に価値がないと感じたり、または罪の意識を感じたりしましたか?

ロいいえ口はい
C毎日のように、集中しだり決断することが難しいと感じましだかつ口いいえ口はい

干 T''Jヴポイツ ト?

81~83 (a~c) の合計5つの質問iこ、

少なくとも81と82のどちらかを含んで、 3つ以上「はしりがある
→大うつ病エピソードの疑い

それ以外 『面媛終了 (うつ病を疑わない)
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長時間労働者の面接指導

握のために使用者カ官ずべき箔置に関正2
29空1且20日付け基発0120第3号〉

乞王 1"明圃世間ζl耳、」車m-e;ω 彊命全 Jιa1J'tl -U\~騎聞のことをいい、使用者の明示又は黙
により労働者が業務こ従事する時間立労

ような時間は、労働時間として鍛わなければならないこと。(略)
ア 使用者の指示により、就業を命じられた業務に必要な準備行為 (着用を襲務付けられた

所定の服装への着替え等〉や業務終了後の業務に関連した後始末 (漕滞等〕を事業揚内におい
て行った時間

イ 使用者の指示があった甥合には即時!こ業務に従事することを求められており、労働から
灘れることが保障されていない状態で待機等している時間(いわゆる「手待時間J) 

ウ 参加することわ宅業務よ義務づけられている研修 ・毅育訓練の受講や、使用者の指示によ
り業務に必要な学習等を行っていだ時間

4 労働時間の適正な把握のために使用者が摘すべき指置
(1)始業 ・終業時刻の確認及び記録(略)
(2)始業 ・終業時刻の確認及び記録の原則的な方法(一部路)
イ タイムカード、 IC力ード、 ハソコンの使用時間の記録等により客観的に記録すること.
(3)自己申告制により始業 ・終業時刻の確認及び記録を行う場合の指置(一部略〉
工 労働時聞を超えて事業揚内にいる理由等が適正に報告されているか確認すること (略〕
オ 時間性労飽o時閉鎖こ上限を設けるなど、 適正な申告を題害する箔置を講じてはならな

ム~と。 、略 さらこ、 3 協定1ごまる延夏時間数を超えて労働してい否ヒちか力寸ヲぢ雪てτ己
録上これを守っているようにすることが、慣習的に行われていないかについても確認すること.
(4) ~ (7) (略)

長時間労働者の面復指導

長時間労働者の面簸指導マニュアル
①面箆指導等の実施の通知

:[ ~1ll~ 1 
④ 事後指置 4 

⑤ 重雇福置に
閉そる情報提供

の実施

③ 医師の
意見時n~

医師(産業医等)

長時間労働者を対象とする医師!こよる面接指導を実施する憾に
参考となるマニコアル
現役の産業医が中山となり実例に基づいて作成

面援指導の事前問診票〔憎式。

働く人のだめの疲労蓄積産自己診断チェックリスト(犠式2)

面復指導の記録用紙(繕式3)

面鐙指導の報告.(繕式4) 厚生労働省ホームページに収載

3安定
ュ歯 ! 
a骨戸¥.，!:!.:I.，

A安挙

h什n<>:I八AMMJmhlw 2"() in/庁、n相円t!OOO843223odf
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長時間労働者の面接指導

円滑な面媛指導を実施するための配慮

対象者に対して、事前に、面漆指導の目的、を秘義務、会社への報告は本人の同意

を確認して行う」とについて説明じておてと、戸惑すに応じてくれやすい。

事前に調査票等を記入してもらい、面復では詳細な状況を確認するのが刻率的。

医師の意見は重視され、特に 「就業制限」は本人だけでなく蛾宣言にも影響を与える

ので、本人、上司、人事担当者とよく協議しだ上で提出する。

個人情報の取り鍛いに配慮が必要であり、事業者への報告内容は、健康情報を労務

管理情報に加工し、本人の同意を求める。

帆LvTK4i-牢旬、

い~自利和何時

長時間出働者の面媛指導

長時間労働者の面接指導マニ ュアル 。0<μバoc叫ん Eスヤ

{慢式，) 商機償却車の事前問診第{志人記入}
本車は盛時間労働者に対する医師の面接指導を英臆するにあたり、面接する医師が勤務状視を把植し‘よりよ

い高債指導を行うためのものです.必ず面接指導前に配入の上、 t事前提出 ー面接指噂時に持容 }してく
ださい."入が鑑しい揖合は空網での図書も可能です.
|醐欄日{予定日} 年 月 臼

lL| 義務内宕

記入日 l

勤務状Il< 受代制勤務をしていますかq ( 
-、

'"、 いいえ

前月、平糊し1てでてt何f侮何可肩時時時掛こ出社していましたか?
時 分頃}

前月、平均し 頃'c退仕レていましたか骨 .予 分頃}
現在は平均し に出仕していますかq 臥? 分頃}
現在は平崎し 似且仕していますか甲 時 分頃}
ー出社、退社時聞のE入が置しい方は‘勤務開始骨格了時聞を毘盤してください.
片道の通勤時聞はおおむねどの〈らいですか? {片道 時間 分}
通勤手段は何ですか?笹，..自転車・公共交通機関・自動車・他 } 

仕事に仕で関よ事筑:し白負て厳銀I粛気9砲にをP主懸なであじ ますか。( 山、 川、え ) 自分で きますか申 ( はい いいえ}
職場内 りますか? はい いいえ}
仕事に なること ・考慮してほしいことなどがあれば配載してください.
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長時間労働者の面接指導

長時間労働者の面掻指導マニュアル
[様式 II 直後翁導の事前問診裏 (本人E入}

体調 仕事による枠聞の変化はありますか? ...、 いいえ ) 

ー
前月 平均して:時時区こz敬起床t曲:しし設吋は判 時 分頃)

附月 ‘平均して ていましたか? 時 分頃}

現在は毎日、何 ていますか? 岡事 分頃}

現在は毎日、 (.， ていますか? 臥予 分可関 ) 

寝つきが聾い.日 中の眠置など、睡眠に関して問曹がありますか甲

'"、 いいえ

-. f台...中の病気はあり ますか? 』立』、 いいえ

住宅以外の 仕事以外で時間を取られるこ とはありますかワ I立b、 いいえ

状況 仕事以外で強いストレスを感 じる 二とはあり ますかワ '"、 いいえ

この事業場の業務以外に仕事を していますか。 '"、 いいえ

その他 面償措噂において、 相厳したいことがあれば記載 してください.

この回答内容は面接指噂を実障する医師以外が見ることはありません.

令書式は事業場の状況に応じて適宜‘政綱してください.

長時間労働者の面嬢指導

長慰労働者の面簸指導マニュアル
働〈人のための盟労蓄積度自己酷断チ正'l ?y~ ト l車生労骨省}

最近1か月の自覚症状について
あてはまるものにOをつけましょ

。点 1点 3点
イライラする 慢とんどない 時-ある よくある 〈勤務状況の開価> A: 0点、 B咽1-2点

不安だ 措とんどない 時-ある よ〈ある C:3-5点、 0:6点以上

搭ち暑かない 措とんEない -年-hる
よよ〈〈 ああるる 総合判定 「仕事の負担度点数表』

ゅくううつだ 慢とんEない 時A ある
勤務の状況よ眠れない 自主.どない 時-hる よ〈ある

悼の調子が思い 団主んE指い 時A ある よくある A B C B 
物事に集中できない 阻とんEない 時々ある よ〈ある

2点 4点することに間遭いが多い 日とん""い 時h ある よ〈ああるる
1 。点 。点

仕事中司 重量い畢買におそわれる t置とんどない 時-ある よ〈

症皇状
II 。点 1点 3点 5点

やる"が出ない 岨とんEない 時-ある よ〈ある

へとへときたどit〈通医院後を除<J 唱とんどない 時.ある よ〈ある III 。点 2点 4点 6点

朝司起 き、 ぐったりとした離れ，を嵯じる '" ιどない 時々ある よ〈ある
IV l点 3点 5点 7点

以前止〈らべて喧れやすい 岨とんどない 時.ある よ〈ある

dミ A足 点

〈自覚症状の評価>1.0-4点、11: 5-¥0点 合111 }点
合 肘 { }点

III: 11-20点、 JV:21点以上 『評価 (1 .日咽 111 ・'" 『評価(且 .B . C . D) 

量近 1:d'.月の.碕の状視について '" 1 ，抵 '" あなたの仕事による負担度は{ }点

@ tか月間の時間外労働
ないまたは

多い
非常に 〈判定〉

適当 多い

② 平組問な'白書{干定の変更z 費績の仕事} 少ない 多い
。-，車・仕事による負阻庄は量己主考えられる

ないまF陪
2-)卑・仕事によ晶負担庄が主主童とよk雪えられる

⑧ 出費に伴う負担(顔度h 拘束時間、時董など}
小さい

大.い 4-5Jl:仕事による負憧』置が直己と茸えられる

@ 様置島欝{午積iO時午前5時)に伴う負担
ないまたは

大量い
非常に 晶-，点・仕事lζよる負阻置が#需に高い>苛えられる

小さも‘ 大暑い " l=..1畠の車陸鹿島単色車ヮエい主主l

⑧ 体岨."離の時間及rJ壇E 適切である
不適切で

ある

⑧ 仕事についての輔神的負担 ".さL、 k.い
非常に

大きい

③ 
仕事についての身体的負担 4、さL、 大量い

非常に

(肉停作費や事靖・骨県体重} 大きい

dミ ... 点



長時間労働者の面接指導

長時間労働者の面媛指導マニュアル 守
面銭指導の記録用紙(記載例). 国記示誌ー・・

-回凋凶--
〈星H 圃曲闘酌 、

-m
 -

-
4
 

.一-一拘
m
E
F
 

醐一・一-一
一--

E
 

E
 

業務過重住について、発生理由、
男通し、業務 (負担・裁量度・支
援)の観点から評価

|ゅ産業保健職のみ閲覧可能な記録用紙

閉 山・z山山・4 白種目・一一副 、1$

周回 un' 

明 田 0・"....

脳I~\血管疾患や精神障害の既往歴・
現病歴、リスク、自覚症状等を選択
式で記入

酬 。 即 時 帥 山 岡 町 山 ・ 恥

……山…一一民

長時間労働者の面媛指導

長時間労働者の面復指導マニュアル
(機式 3) 面横術事由記録用鑑 〈虚実保健.のみ閲覧可〉

~I質実施日 年 舟 日

I _~~-コ [!!] 
aト33

勤務耐聾 日 常昼勤務 口 交醤動蹄 ロ その他 {

時間舛，体自首幽崎間 月度 | 時間 | 月度 l 持間 | 月度 | 時間

勧怠状況

長時間労働の

発生理由

今後の見通し

質的

仕事の負担
畳的

』ト

位当修の混震度 " 
磁場の支11度

その他
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長時間労働者の面接指導

長時間労働者の面獲指導マニュアル
〈〈虚.偉僅砲のみ掴貫可〉(際式 3) 面構指導由記録用紙

ロむし 日高血E ロ脂質異常盤ロ櫨原宿 ロ慢性腎眠術 口組心血曹症患

' 
既往歴 ロ摘押.u.ロその他【 } 

現翁屋 治!II肉容(

理学所見 血圧 / m耐辺|体. I k&(産化.
ロt.iL 口組縮刷亘書 ロめまい ロしびれ 口融像 口息切れ ロ胸痛

自覚症訣 ロ消化器症状 ロその他
{ } 

、 ロE査当$し ロ81:Jf:・"'，担分の涜み ロ62，興暗・喜びの渦失
師うつ症杖

国 3睡眠障害 ロ""鰻価値楓・罪悪感 ロ85:.中'決断固雌
食欲 目減少 ロ不変 口増加
睡眠 平時睡限時間 崎間 分|睡眠障害 |ロ掘ロ有入眠園田中途寛也早朝覚醒

噌好
喫煙 ロ鱈 ロ有 本/目

飲酒 遺 日{内容 a 量 : 】寝酒{ロ揖ロ有 }
余曜の過ごし方
問屋人等 ロ纏 。有{ ) 

仕事以舛の
ストレス要因

.u対策

長時間労働者の面接指導

長時間労働者の面接指導マニュアル| t・武・1 ..同..・ー書

面獲指導の記録用紙〔記載i9tl) •• ... •• ... -・・ー 1四 .... l'・
...・ 噌 』骨a 鍋 帽 ". 帽 ". -哩 帽

<...2)，.> (・冊圃・回} ーヨ由且量 '圃 且一一_&A且_Wl-111/ 

…・ E・，・a，aRa咽.. 島ザ民島事戸aヲ.ゅ，ー.'喧-且t」u・z・室、 事a・阿&<'...凪・ヂ.冒<.~・" . 
~ """_"0.-7"'_""".・1....ι・..‘二企t・圃u‘企・....“ー

職甥による面媛指導前の情報提供 "・b・"・‘・RbaE 
U崎E同樟，圃司4E5B・岬H'aF町Lτ.~陪「武見良司F守』企・A‘・， ..t邑4ahF，'.陪.c

τぃ" 盛田"''''''1'略量制・・ 4 でI~"". .1I... 1t‘・a・・u圃~"4'

(長時間労働の理由・見還し等〕 ..・・"s‘m・mL 
司周‘司E草..1"&"・，.，.-.骨掴量..."-， ，-"，#;，・・5噌 4・e・・・，，，，，-・ιa
，守 且・m ‘- 」且 c .. ~，.~，且ι U ~.)~

，.. IU' 田園 ，'m，011 
{ 1."1>...<>・eaa ， .. ，4咽‘3・E・Lb由・唱a・.4L，且咽ら屯仇4b"・・"・aa'，qa-.-R，r，‘，・.・.唖.，，s噛・ζ・魯.柑R庫'智曾.ゐ.1..1.-"

山・ ，~ 

医師による記入欄は、労働時間と
四周

白岡圃到+値目.... 13臨・司・ ロ， .・・・・..町E咽".....，
l~白H‘山H四叫M・幽町E 聴酌 " ← 司'・3

労働時間以外に分け、箔置期間を
明示、本人への保健指導も記載 一 制 ロロ・開且且・e・・z

， ." • ， -・-・Ea・・=・-‘ E岨.. ぺ・・作・z品e軒 、i 

(実節した事後箔置内向入欄

<...eJ.，> (・帽欄・.> 量圏量畠量 里圃ー畳 &A且.J"!t!l!)'1・• 且 ah認E隠 m-・-，-.a・.再1伺4・ぃat--，，4p，r・・，圃警圃官u.-~.~た.冊恒偽-・a ー量..'....，司r‘"，
A叩

r...・凪.. ・ー・・-・.. ・・・)-<11"-1.<...，ー・血・-.・a・a・・・ョ . .. 
」
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長時間労働者の面接指導

長時間労働者の面接指導マニュ7フル
(様式4) 面健指導の報告書

開 | |棚 I ..." |時 |

崎間再・休日労働時間
月 時間 月 時間 月 ， .. ， 

〈曹 理 者E入> (面接楢噂前} ，. '"λ目

畳崎間野惜の・歯

育理者から見た

心島の.. 現

奇蹟，.月聞の

寓班貝毒L

担 当 医師氏1名目B・・J
，~実z施ツヲ自ホツ

トzツヲ，-

〈医師肥入〉

|… …| 

長時間労働者の面媛指導

長時間労働者の面援指導マニュアル
(様式 4) 面後指導の報告書

口 通常勘珊 白鳥件付曹通常勘曹 【量件
眠車区分

ロ眠書簡阻 ロ 書体重

ロ帽に掴景拡L 日 時間舛・怖日掛圃刷圏 { 崎周/月まで)

ロ 崎間外・休日掛蝿蛾止 口出彊嗣瞳 ロ It揖副置の宜更

-z t 

労蝿時間
ロ 蔵庫時聞の観圃 t 

-・ "“ -・
分》

ロその他 t } 

ロ輔に掴景なL ロ "膏量・轟置肉容の個量 t 〉

野崎時間以叫 ロ 遍院内的，.. ロ 作車理嶋田自主普 《 会

ロ その他 } 
.ー、

措置期間 B 週 同 又" a写 月 日句 • 月 自

草人制への措埠 口帽に指示$し 口 受轟荷車 ロ措置植民 目 標.拍車

措置ー措埠に刷する

通E事項

<.埴曹理書記入> (面惜摘埠憧] 曹理 署氏名 ， E入日 .

実施した惜置
ヨ属医

【来実施の場合"

その理由}

人・稽.. 

【帽粛の斑れ1人事『所属-m師 {屋損11'ー所属-，人事，-塵寓置ー人事 何年軍艦偉曹)
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長時間労働者の面接指導

労働者側への提案(三とι:;Z::JニビニL立与
原因対策

→根本原因の究明、原因の改善、改善計画の立案

問題回避
よ原因の除去 ・遮断 ・遠隔化、受け入れ担否

支援要請
→同僚・上司に相談、窮状の連絡、援問の要請

発想転換 / 3(ì~恥?州
Jプ課題達成目的の湾横討、課題未達時の不利益想定、就業意義の再確認

課題の書出tし 伶羽~I並
→課題の整理、課題リストの作成、記憶負担の解消、達成課題の消込み

相談
→友人・家族に相談、悩み ・感情の言語化

休養・睡眠
→有給休暇の活用、業務連絡ルートの遮断、勤務聞インターパルの確保

気分転換
→趣味、娯楽、買い物、散歩、運動、友人との会話

長時間労働者の面接指導

使用者側への提案(業務効率化〕

主血盟E堕茎E亙(盆議、確認 盟主ぷ辺、恒国資斜性E主)
→業務の廃止、会議結聞の設定、資料の事前配布、派遣・パート化

ロス時間 (1寺機、移動、通勤、配達、運搬、資料倹索〕
→予定管理の見直レ、京認手続きの簡素化、権限移譲、遠隔会議、業務
の並行実施、動線短縮、整理整頓、出張時の直行直帰、在宅勤務

業務過多温ム企2隻阜担当細分化、要員不足、短納期) ヂl?，-7f
→優先業務の明確化、付帯業務等の削減、会議出席の免様、社内資料
の簡素化、納期再調整、組織内情報共有と相亘協力、人材育成、増員

業務過重感(支援不足、ハラスメント、不快な環境〉
→コミユ令二ケーシヨン促進、相談しやすい環境、部下の意欲や達成感を促進、
ハラスメン卜防止対策、温熱環債の改善、 騒音防止対策、休憩室の改善

業務繁閑(季節変動、組織間繁閑差〕
→業務の集約、組織間協力、組織の簡素化、変形労働時間制の採用

個人時間不足(頻繁な招集、騒音、来訪や電話による中断)
→会議の削減、騒音防止、留守番機能活用、予定表上の個人時間確保

残業常態化(残業の美化や他責化、手当請求、長時間営業〕
→残業削減の目標化、営業日奇聞の見直し、対応時間の短縮、強制退社
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止 長時間労働者の面接指導

長時間労働者の面浸指導に有用なウエブサイト

確かめよう労働条件
htto:/ /www.check-roudoumhlwgo旧/

働き方 ・休み方改善ポータルサイト
htto:/ /w口rk-h口lidavmhlwg口 l口/

こころの耳
htto:/ /kokoro.mhlwgoio/ guideline/口verworkhtml

長時間労働者への面媛指導マニュアル
h口o://vw山Nzsisア口r.io/insurance/t口oics/checklisthtml 

労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト
htto:/ /wwwiaishgrio/td chk/tdchk menuhtml 
htto:/八八川川tmhlwg口 l口/t口町cs/ク004/06/t口0630-1html 

両立支援のひろば
h廿口:/八八八八八N門口lJrits.l J in/ 

過重労働対策ナピ
h廿口 //www口只hclhi口

'-"'-'，'・一一一白.時何一一一一一…ー….一甲一一...….山.日.ト
.一.一. 一一'"'._'--"叫一，‘ 一

凪函占己主証晶幽圃E ・E ・.ll""圃圃圃圃

司謂，. ..---ω 勺町風 情司--

.; ・圃・・
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長時間労働者の面接指導

高ストレス蓄の面接信導マニュアル

9つの症状の尋ね方
抑うつ気分
気晴らしの喪失
食欲障害
睡眠障害

意欲{邑下
集中力値下♂
精神活動の遅滞
自信喪失・自責
希死怠膚

「気分が藩ち込むことはありますか」
「気構らしはできていますか」
「食欲はいかがですか」
「寝付きはいかがですか」
「夜または早朝に目が覚めることはありますか」
「よく寝だ感じはしますか」
「昼間の眠気はいかがですか」
「やる気、意欲はいかがですか」
「仕事での集中力はいかがですかJ i仕事に支障はありますか」

「考えるスピード、話し方、動作が少レ遅くなっていますか」
「白信がなくなったり、自分を責めてレまうことはありますか」
「生きているのがつらいと思うことはありますか」

長時間労働者の面接指導

高ストレス者の面媛指導に有用なウ工ブサイト

こころの耳
h竹口 IlkokoromhlwgO旧/

認知行動療法研修開発センターeラー二ング
htt口Ilcbt!i口Ivi，ゴeolistl

認知療法 ・認知行動療法に関する動画 CUTSMeD-うつめど〕
htto:/ Iwv-ハN I JtslJm町 1円台口 xV71

公益社団法人日本精神神経診療所協会
htto:/八八M lWi月n口口ri口/

公益社団法人日本精神科病院協会
httos:/ Iwwwnisseikv口口r.1口/

一般社団法人日本うつ病リワーク協会リワーク施設 覧
httn:llwwwl片山 rework口問1I回t
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医療法に基づく面接指導

医療法改正

「良質かつ適切な医療を刻率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等の

一部を改正する法律J (令和3年5月28日公布)に伴う医療法政正

「医師の労働時間短縮等に関する指針J (令利4年1月19日付け告示第7号、令利
4年2月1日施行〕

w広三医療機関勤務環境評価センターに関する事項 (令和4年4月1日施行〉

正直例現主主の苅象となる医療機関に関する事項 (金租6穿4月1日施行)
医療法の面接指導と同じ内奮の面接指導を行うことを36t窃定に定める。

労働基準窪蕗存窺則の面簸指導を労働安全衛生法の面媛指導と位置付ける。

追加的健康確保指置に関する事項 (令和6年4月1日施行〕

i凱務閏インターJ'iルの確保方法 (24日害間以内に継続9時間の休息時間〉、
官面高言百'ìffi~汚迄ケ許可あり白日直勤務の取仮い、 面}葺指導対象医師の要件、
箇援指導実施医師の要件、面態時の確認事項

「良質かつ適切な医療を効率的に鑓供する体制の確保を挺進するための医療法等の
一部を改正する法律」の一部の施行等について (令和4年4月1日付け医政発

0401第31号)

民宇(OO'n~ ~，悔~1í奇よしも

屡璽到ζ基乏云車壇}指旨夢 キ
特定労務管理苅象機関

第122条 特定地域医療提供機関、逮燐型特定地1或医療提供機関、妓能向上集中

研修機関及び特定高度妓能研修機関 (以下「特定労務管理対象機関」と総称す

る。〉 の管理者は、労働時間短縮計画に基づき、医師の労働時間の短縮のための取

組を実施しなければならない。

特定労務管理対象機関は、医療機関勤務環涜評価センター (白本医師会〕が評価レ

て都道府県知事が指定

「陣1蹴医艶題壁関J (~時〕
救急医療、居宅等における医療!を提供するために医師をやむを得す長時間従事さ

せる業務があるとして厚生労働省令で定める蓄があると認められる病院又は診療所

「連盗塁鐙室塑1或医璽渥蝕銀関J (連舞型民奉7
医師の派i量こより医師の労働時闘がやむを得ず長時間となる病院又は診療所

「雄監型酸醐JUZR主)
医内をやむを得す長時間従事させる必要がある業務として厚生労働省令で定常るち
のがあると認められるもの

「慌躍鑓田鍋闘J (伝豆島)
特定分野における高度な妓能を有する医師を育成するために、当該妓能の習得のた

めの研修を行う病院又は診療所で、当該研修を受ける医師をやむを得す長時間従事

さぜる必要がある業務として厚生労働省令で定めるものがあると認められるもの
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医療法に基づく面接指導

特定労務管理対象機関における追加的健康確保信置

IUJ 1; 一一一一般則

時J訟たE泊

費清音塙 80醐 l
{休日労働含む)

労 月四時間禾演
働 (休毘労働含ufme山で↓

限

'1Ii則)
1か月45局間

仁ノbwc

遭.勘8..間制限"縄
問 118聞インタ『パ

ル@略聞の錨...代4・
休息のセット (努".
81 

進.....
闇・・n・・岡・・8闘
インタ " 
ル・崎潤の
司直保・代.
体aのセッ
ト {・81

遺_8時間

制限鶴崎冊

・8・イン
ターパル@時
聞の..代
.体aのセヲ
ト 〈・111

援歯周医研修毘に
ついて暗闘

扇町間側関...
化して・e

2035f手度末 (監定
時倒水準の解消〉後

一一一一一一一寄有吉育"て

車・・8
時間制阻

28・・網
・書冊イ
ンターパ
ル@時聞

の・・a代.休息
のセット<..1 :国; ※あわせて月155時間を超える11舎には労働時閣短縮の具体的循置を損ずる.

医療法に基づく面接指導

特定労務管理対象機関における追加的健康確保措置

A B 
妓能向上集C中研修機関

労働時間規制等
時定地鼠医療鑓供機関

一般の医時機関 /連関型特定地域 /持定高度技能
医療握供機関 研修機関

36協定特別条項による時間外労働時間叡の上限

1月の上限
体日労働をきみ1αコ時間未満

(面接指導を行つだ場合等在除く)

1年の上限 体日¥9労60働時在閣室み (2体V03日S5労6年働C涯時在で2哩終ノみ了)
休日労働をさみ

1860時間

健康確保信置

連続動務時間制限28時間 年720時簡を超える
義務

場合は努力義務

望書務問インヲーパル9時間以上

面鑓指導 時間外労働が月Tαコ時間以上となる甥合は到達前に実施する義務
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医療法に基づく面接指導

医療法第108条の規定

医療法第108条 病院又は診療所の管理者は、当分の問、当該病院又は診療所に
勤務する医師のうち、各月の労働時間の状況が厚生労働省令で定める要件に該当
する者 (以下この条において「面接指導対象医師」という。)に苅し、厚生労働
省令で定めるところにより、医師 (面嬢指導対象医師に対し、面復指導(問診そ
の他の方法によりI~\易の状況を把媛レ、これに応じて面鏡により必要な指導を行
うことをいう。以下同じ。)を行うのに適切な者として厚生労働省令で定める要

件に該当する者に限る。以下この条において「面復指導実施医師」というロ〉 に
よる面簸指導を行わなければならない。

2 面簸指導対象医師は、 (略)面J童指導を受けなければならない。(略)

3 病院又は診療所の管理者は、 面簸指導実施医師に対し、厚生労働省令で定め
るところ!こより、 面鐘指導対象医師の労働時間に関する情報その他 (略〕厚生労
働省令で定めるものを提供しなければならない。

医療法に基づく面接指導

医療法第108条の規定

医療法第108条

4 病院ヌは診療所の管理者は、 (略)面鐘指導の結果に基づき、当該面媛指導
苅象医師の健康を保待するために必要な箔置について、厚生労働省令で定めると
ころにより、 面j童指導実施医師の意見を聴かなければならない。

5 病院又は診療所の管理者は、 〈略)面援指導実施医師の意見を勘案レ、その
必要があると認めるときは、当該面銭指導対象医師の実情を考慮して、厚生労働

省令で定めるところにより、労働時間の短縮、宿直の回数の減少その他の適切な
指置を講じなければならない。

6 病院又は診療所の管理者は、 面接指導対象医師について、 (略〉労働時間の
状況が特に長時間であるものとして厚生労働省令で定める要件に該当する湯合に
は、 (略)労働時間の短縮のために必要な措置を講じなければならない。

7 病院又は診療所の管理者は、厚生労働省令で定めるところにより、 〔略〕面
銭指導、 (略〕面鎮指導実施医師の意見の略取並びに (略〕箔置の内容を記録し、

これを保葎しなければならない。 も

8 面度指導対象医師に対し、労働安全衛生法 (略〉第66条の8第1];頁の規定に

よる苗嬢指導(略〉が行われている毘合には、第11頁の規定にかかわらず、同項
の規定による面態指導を行うことを要しない。

25 



医療法に基づく面接指導

医療法に基づく面接指導 ~6~ 

追加的健康瞳慣婚置の枠組み

〔加のtZEE-)

-・・Iõ沼~:.垂主宰包.，事;;:;1巨ヲE何E・・・

"""安全健生注第l'負舟uにより 定の，併を掴た...・1:.aJ‘ 
悶怪し畑の健闘酬を問るこH されている

。虚篠宮を翠佳Lた事.者!1..属医に対し ...倉野働省の健康曹..  
.遭切に行号合めに必要t.dfllll(組，.優倹Lなl'れItf..わな弘、とされてい

通帳 4・m~・-原a・.姐置の益接遇場"、..使途におもて位置付 l' ることと併ぜて ~億安盆衝隼滋の遁讃循.としても包置何" 幡圭'昼食舎による調査官語・.&J方向で積約
If.・の・，方改箪に関する倹割合J・e・より〉

叫 r.・・咽'"電車の闘に酎刊抽』中間とリまと...剛

医療法に基づく面接指導

時間外労働の労使協定

泊働基準法筆重量使用者は、 (略)協定で定めるところによって労働時間を延
長し、又は休日に労働させることがでまQo-

2 前項の協定においては、次に掲げる事項を定めるものとする。(略)

3 (略〉労働時間を延長 (略〉できる時聞は (略)限度時間を超えない時間に限る。

4 (略)限度時間は、 1箇月 (略)45時間及び1年 (略)360時間 (路〉 とする。

5 (路)通常予見することのできない業務量の大幅な漕加等に伴い臨時的に第3項
の限度目奇聞を超えて労働させる必要がある揚合において、 1箇月について労働時間
を延長して労働させ 〔略〕 ることができる時間 ((略)100時間未満 (略))盤
ぴ!こ1年について労働時間を延長して労働さぜることができる時間 ((略)720跨
閏 (略))を定めることができる。この湯合において(略〕超えることができる月
叡 (1年について6箇月以内に限る。〉を定めなければならない。

6 (略〕時間について、当該各号に定める要件を満たすものとしなければならない。
一 (路〉 健康上符に有害な業務について、 1白 (略) 2時間を超えないこと。
二 1箇月 (略) 100時間未満であること。
三 (路)直前の1箇月、 2箇月、 3箇月、 4箇月及び5箇月の期間 (略〉における
(略)1箇月当たりの平均時間 80時間を超えないこと。

7~11 (略〕
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医療法に基づく面接指導

医師に関する時間外労働の労使協定の適用除外

労働基準法第141条 医業!こ従事する医師 (医療提供体制の確保に必要な蓄とレ
て厚生労働省令で定める者に限る。)1こ関する第36条の規定の適用については、
当分の問 (略)、同条第3項中「限度時間」とあるのは「限度時間並びに労働者の
健康及び福祉を勘案して厚生労働省令で定める時間」とし、周条第5環及び第6項
(略)の規定は適用しない。

2 前項の湯合において、第36条第1項の協定に、同条第2lJj各号に渇げるものの
ほか(略〉協定した時間を超えて労働させることができる時間 (略、塑盤査2盤慶
応7f復宇I~存IIh婁 1 Jで厚生労働省令で定める時間を超えなし1範囲内に限る.)その他
厚生労働省令で定める事項を定めることができる。

3 使用者は、第1項の場合において、第36条第1項の協定で定めるところによっ
て労働時間を延長して矧動させ、又は休日において労働させる場合であっても、同
条第6項に定める要件強びに明働者の健康疋71福宇I~存勘案じで厚生労働省令で定め

る時聞を超えて労働させてはならなしし

4 前3項の規定にかかわらず、医業に従事する医師については、 令初6年3月31
日 (路、第36条、略〉までの閤(略〉 、同条第3項から第5項まで及び第6項(第
2号及び第3号に係る部分に限る。〕 の規定は適用レない。

5 第3項の規定に違反した者は、 6箇月以下の懲役叉163ο万円以下の罰金に処す
る。

医療法に基づく面接指導

特定医師

労働基準活施行規則第69条の2 法第141条第1項の厚生労働省令で定める奮
は、病院若レくは診療所において勤務する医師(医療を受ける蓄に対する診療を
直獲の目的とする業務を行わない者を除く。〉 叉は介護老人保健施設若しくは介
護医療院において勤務する医師(以下「特定医師」という。)をいう。

" 

ー
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医療法に基づく面接指導

時間外 ・休日労働100時間以上が男込まれる特定医師に対する面接指導

労働基準法施行規則第69条の3 法第141条第11頁 (路〕の規定により法第36条
の規定を読み替えて適用する揚合における (略)規定の適用については(略〉、

そむぞれ同表の下欄に掲げる字句とする。 (表略)

2"法第141条第1項の揚合において、法第36条第1項の協定に、 (略〉次に掲
げる事項を定めるものとする。
一 対象期間における1目、 1箇月及び1年のそれぞれの期間について労働時閣

を延長して労働させることができる時間又は労働させることができる休日の目敏
二 (略)開設蓄が (略〕管理させることとしだ者 (以下この項において「管

理者Jという。〉 仁、 1箇月について労働時間を延長して労働させ、及び休日にお

いて労働させる時聞が100時間以上となることが見込まれる特定医師に苅して
〔路〕面嬢指導を行わせること。
三管理者に、 (略〕 面援指導 (略〕の結果に基づき、当該面媛指導を受けた

特定医師の健康を保賭するだめに必要な箔置について、当該面態指導が行われた
後 (略〕 、遅滞なく、当該面f童指導を行った医師の意見を蹄かぜること。

四 管理者に、 (略〉面媛指導を行った医師の意見を勘案し、その必要がある
と認めるときは、当該面援指導を受けだ持定医師の実情を考慮して、遅滞なく、
労働時間の短縮、宿直の自室主の減少その他の適切な箔置を講じさせること。

五 管理者に、医療法第108条第6項の規定により、 1箇月について労働時間を
延長して労働させ、及び体日において労働させる時聞が特に長時間である特定医
師に対して労働時間の短縮のだめに必要な措置を講じさぜること。

医療法に基づく面接指導

時間外 ・休日労働100時間以上が見込まれる特定医師に苅する面簸指導

労働基準法施行規則第69条の3
3 前項第3号の書面Id:、当該特定医師の受けた面簸指導について、次に掲げる事
項を記載したものでなければならない。

実施年月日
二 当該面接指導を受けた特定医師の氏名

三 当該面接指導を行つだ医師の氏名 一一一一一ー
四 当該面後指導を受けた特定医師の渥眠¢状況ノ
五 当該面鑓指導を受けた特定医師の疲芳あ蓄積の状況
六 前2号に掲げるもののほか、当該面復指導を受けだ特定医師のI~唱の状況

4 (路〕

5 (路)
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医療法に基づく面接指導

面接指導を受けた特定医師の労働時間

労働基準法施行規則第;~喋23 法第1 41 条第2項の厚生労働省令で定める
跨聞は、労働時閣を延長しで労働させ、及び休日において労働さぜることがで
きる時間について、 1箇月について1(刃時間未満及び1年について960時間と
する。1eだし、法第36条第lI頁奇麗豆E前渠繋2項第2号から第4号までに規
定する事I頁を定めた揚合にあっては、 1主ζ2仙之960瞳盟主宮:る。

労働基準法施行規則第69条のS i去第141条第3項の厚生労働省令で定める
時聞は、労働時閣を延長し 労働させ、及び休日にあ、いて労働さぜる時間につ
いて、 1箇月について100時間未満及び1年について960時間とする。ただし、
第69条の3第2項第2号に規定する面度指導が行われ、かつ、同項第4号に規
定する箔置が講じられた特定医師については1年について960時間とする。

医療法に基づく面接指導

労働基準法施行規則第69条の3第2頃第2号の規定に基づき厚生労働大臣

が定める要件〔令和4年1月 19日惜け厚生労働省告示第6号)

一 労働基準法施行規則 (略)第69条の3第2項第2号に規定する管理者 (略〉力旬、
事前に次にllilげる事項を確認レた上で、 1箇月について労働時閣を延長レて労働さ
せ、及び休日において労働させる時間 (略〉が100時間に達するまでの聞に行わ
れるものであること。ただし、労働基準法 (略)第141条第1項に規定する医業|こ
従事する医師のうち (略〉特定労務管理対象機関において動務する医師(略〉以外
の医師については、 疲労の蓄積が認められない揚合は、時間外 ・休日労働時闘が

100時間に達するまでの閤又は100時間以上となった後に遅滞なく行われるもの
であること。 、

イ 時間外 ・休日労働時聞が100跨聞以よ主主盃ζ1::.11見込まれ歪主主 ⑪吉〉の
勤務の状況 「了

口 当該面嬢指導苅象医師の臨限の状況
ハ 当該面箆指導対象医師の疲労の蓄積訓犬況

二 口及びハに掲げるもののほか、当該面媛指導対象医師のl白身の状況 も
ホ面媛指導を受ける意思の有無

二 医療法第108条第1項に規定する面緩指導実施医師(路〕により行われるちの

であること。
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医療法に基づく面接指導

摩療法嗣 五 主 に よ る 労働基準法崎五蚕融

医療法第128条 特定地滋医療提供機関において第113条第1項に規定する業務
に従事する医師、連草書型特定1也減医療提供機聞から他の病院又はEZ療所に派遣さ
れる医師 (略)、妓能向上集中研修機関!こおいて第119条第11買に規定する業務
に従事する医師又は特定高度按能研修機関において第120条第1項に規定する業
務に従事する医師についての労働基準活 (路)第141条の規定の適用については、
当分の問、同条第2項中「を勘案して」とあるのは「盟ぴに医療法 〔略〉第122
条第1項に規定する特定労務管理対象機関(次項において単に「特定労務管理対
象機関」という。〕 における業務の性質を勘案して」と、同条第3項中「を勘案
l:rて」とあるのは「盟びに特定労務管理対象機関における業務の性質を創案し
て」とする。

医療法に基づく面接指導

医療法第128条の規定により謹昼登孟Z通周写る諮働基準遺筆141条

第2項の厚生労働省令で定める時間等を定める省令

第1条 (略)労働基準法第141条第2項の厚生労働省令で定める時間は (略〕、
次の各号に掲げる規則第69条の21こ規定する医師 (以下 「符定医師」という。〕
の区分!こ応じ、当該各号に定める時間とする。
一 (略〉特定地域医療提供機関 (略〕において当該指定に係る業務に従事する

特定医師、 〔略〉筏能向上集中研修機関 (路〕において当該指定に係る業務に従
事する特定医師又は (略)特定高度妓能研修機関 (略〉において当該指定に係る
業務に従事する特定医師

労働時間を延長して労働させ、及び休日において労働さ歪ιーができる時間
について、 1箇月について1OC:時間未満及び1年につい 門86C時間み ただし、
法第36条第1項のtA定に第3条第1項第2号がら第4号までに規定する事項を定め
た場合にあっては、 1年こっしてQ86PB罰盟と写る= (略〉連鋳型特定由 医 呈供機関 (路、力ら (略〕派遣される特定医師
労働時間を延長して労働させ、及び休日において労働させることができる時間

について、 1箇月について100時間未満及び1年について960時間。 ただし、法
第36条第1項の協定仁、第3条第1項第2号から第4号までに規定する事項を定め
た揚合にあっては、 1年について960時間とする。
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医療法に基づく面接指導

医療法第128条の規定により読み替えて適用する労働基準法第141条

第2~員の厚生労働省令で定める時間等を定める省令

第3条 特定地鼠医療鑓供機関、連携型特定地1或医療提供機関、妓能向上集中研

修機関及び特定高度妓能研修機関において法第36条第H頁の協定をする鷹合には

(略〉、次に掲げる事項を定めるものとする。
対象期間における18、1箇月及び1年のそれぞれの期間について労働時聞

を延長して労働さぜることができる時間又は労働させることができる休日の目叡

二 規則第69条の3第2項第2号に規定する管理者 (略)に、 1箇月について労

働時聞を延長して労働させ、及び休日において労働させる時闘が1αコ時間以上と

なることが見込まれる特定医師に対して同号に規定する面援指導を行わせること。
三管理者に、 〔略〕面接指導 (路、管理者がその結果を証明する書面の提出

を受けたものを含む。〕 の結果に基づき、当該面援指導を受けた特定医師の健康

をi果待するために必要な!首箇について、当該面復指導が行われた後 (略)、遅滞

なく、当該面復指導を行った医師の意見を聴かぜること。
四 管理者に、 (略)面援指導を行った医師の意見を勘案し、その必要がある

と認めるときは、当該面簸指導を受けた特定医師の実情を壱肩書レて、 遅滞なく、

労働時間の短縮、宿直の白書史の減少その他の適切な箔置を講じさせること。
五管理者に、 (略)労働さぜる時闘が特に長時間である特定医師に対して労

働時間の短縮のために必要な!昔置を講じさせること。
六管理者に、 (略〉休息時聞を確保させること。

医療法に基づく面接指導

医療法第128条の規定により読み替えて適用する労働基準法第141条

第2項の厚生労働省令で定める時間等を定める省令

第3条

2 前項第3号の書面l立、当該特定医師の受けた面接指導について、次に掲げる

事項を記載しだものでなければならない。
実施年月日

一 当該面箆指導を受けだ特定医師の氏名
ー 当該面陵指導を行った医師の氏名

四 当該面接指導を受けだ特定医師の睡眠の状況

五 当該面接指導を受けた特定医師の疲労の蓄積の状況 ~ 
六 前2号!こ掲げるちののほか、当該面媛指導を受けた特定医師のI~\皐の状況

3 (路〉
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医療法に基づく面接指導

医療機関紹介〕及び就業区分
報告書及び意見書を作成し、

医療法に基づく面接指導 (案〉

STEP1睡眠及び疲労の状況の確認
① 前月の休日 ・時間外労働時間 (副業 ・兼業も自己申告により通算)
②以亘近2週間の1日平均睡眠時間 (アクチグラフ等の客観的指標の使用を倹討)
③ 「労働者の疲労蓄積度の自己診断チェ ックリスト」
④ 面接指導の希望

STEP2面媛指導
① 勤務の状況
② 睡眠負債の状況
③、疲労の蓄積の状況
④ J~\身の状況 (うつ症状やJ~\血管障害のリスク等)
必要に応じて、ワークヱンゲイジメント (熱意・没頭 ・活力)とパーンアウト
(燃え尽き〕の評価ロ睡眠や休息等に関する助言や保健指導。

STEP3報告書・意見書の作成
指導区分 CI昔置不要、要保健指導、現病治療継続、
(通常勤務、就業制限 ・配慮、要休業)を判定し、

事業者に報告。必要に応じて、産業医と連携。

STEP4就業上の箔置
報告書・意男蓄に基づく必要に応じた就業上の箔置の実施

長時間増置』医師への面態指導実施に係る研修の準備に関する調査・ 研究事業有識者委員会(委員長 中略義文)

医療法に基づく面接指導

医療法に基づく面接指導(案)

〈報告書の様式 (例)> 
⑧ 111"<1>状況
銀務内容、時間外休日労働や深夜勤務¢咽度時間等

を確留する.
宣彦

日釣.・
.""淑~{労働句間

労陵町間以外の喪悶}

⑧ ...負債の状況
睡眠時間ゃ日中の眠気等から睡眠負債の程度を確認し、

0点{低J-3点(高)で評価する.また必要に応じて

アクチグラフ、精縛運動覚醒倹登 (PVT) 垣根崎健呼吸
症候鮮のスクリーニング等の客観的編標を活用する. {高}3 2 。{‘} 瞳眠負債の候変

'"' 3 2 o {包}.，ちの.桶奴"
③ 績労@・111<1>生実況

復労宿禰JIチェックの結果や宿怨指導時の繍子を踏まえ、
憲労の程度、策務や日常生活への彫留の有無等を確認し、
。点 (鉱J-3点(高)で評価する.

1. /l'ij!~り to 所前 しその"""・の伏況

細書本曹

司E・E・掴.
IIlJIIj白.組織叉惚 医..毘紹介

田
被
医
師
伺
定

て、心身の健康

※労働安全衡笠去に10づく畏時間労働者に対する面j委指導において朗L叫るn<>鰻

告・の織式 {例)Ii:i r麺慢の状究jを追加.恋人ハ岨指導区分を-.，開l隊.

うつ症状については疲労醤禍度チェックにおいて う

つ症状が媛われる自覚症状 (4，5， 7， 10， 11， 12の項
目}由点数が高い場合に{率、 fうつ病の簡便名手編造化面幾
三ま旧5lD)J を活用する. 自著釦~田発現ごち注憲する.

，(;血管疾患のリスクについては血圧 8問 自覚症状

由有無喫鐸飲漕習慣遷勘習慣食事内容自覚症状

の有無籍を確認する.その他(J)，t血管疾患のリスクについ
ては、必要に応じて護業医と運燐して確認する.

来2参断名異体的'"怒脈や....，孟緬場俗ど(，Hellし'"いよう留怠する.
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医療法に基づく面接指導

医療法に基づく面接指導(案〉 ¥隊長めるの(s 

闘ょの帽に嗣m・ 4 
面接指導対象医師剖盟状態に応じて、 | 醐目 O. illllfl!J!IIJ 1._ 岡田 >-

以下のよう担就業上の措置を考慮する 1.-
o帽に車車草し - 摘回略

当直・連続勤務の接止 貫酬圃 2輔附臨叩 ''1lL15. .:車圃£帽四冨L
哨掴血

当直 ・連続勤務の制限 (0回/月まで I(fti6n~~ 
就車内容 ー場所の変更{外来襲輯のみ等) のに0) ヨ同断捕時且 ‘モ晴

時間外労働の制限 (0時間/週まで] ヨ且血鼻咽霊園圃

就集日数の制限 (0日/週まで) 固 持 ー "-> 
就灘時閣を制限 (0暗O分-0碕O分) 岨ょの帽 1.lIlIla僻 置広岡

変形労働制又は童生量労働制の対重量から除外 開酬橿臥昇 Z 岨岨恒輔止・咽
0日聞の休暇・休業 の珊圃

{宥.sn喜色，..・向ー-壇里
d.>I.:Of!骨".

具体的思指置例: 措置制噛叫 4 モ噛

当直明けの日は引継ぎをして帰宅さ世る. 極的に且副

当直属に担当患者を佳世て帰宅さ世る.

週に一日は完全に仕事から隠れる日を誼ける. 圏直周回

土自体みは出動禁止にする. 四量曽蝿配酷aA，a 
担当患者敏を漏らす. モの4且

[直属事国司】

業9旬働安全衛生迭に婆づく隻崎間労働者に対するiIl!l箔場において用いられる思寛.卸会
f労働略間以外の環自jを医瞬の働務実態に.. まえたちの こ変更.

長時間労働医師への面接指導実施に係る研修の準備に関する調査・研究事業有識者委員会 (委員長 申暗襲宜}

医師の労働時間削減

意識改革・啓発

医療法に基づく面接指導

管理者に対する労務管理研修、患者に対する医師の働き万改革の説明、
医師の意見を聞くしくみ等

管支ヲヲヲ亨マツダ
予診、検査説明、入院説明、静脈採血、静脈路確保、薬剤投与、阪針、止血、
1墨襲的倹室、救命毅急措置、尿道力テーテル留置、文書入力、患者移動等

勤務環境改善
ICT活用、快適化のための施設 ・設備導入、妊娠 ・出産 ・育児 ・介護支援、
チーム医療の准進、サイコロジカル・ディタッチメント等

d量通
労働時間把握、勤務間インタ-/'(ル確保、連続勤務時間制限、帰宅時刻設定、
休日出動禁比、宿日直許可制、衛生委員会審議等

医師業務見直し /と諸投手ハ ‘ 

業務見直し、オンコール体制見直し、診療科編成見直し〈主治医帝但亘:日
受け持ち患者叡制限、時間外の病状説明見直し、会議の簡素化等

参考資料 医師の働吉方法革の娃進に関する桟討会(2019年9月2日〕資料、吉川徹先生資料
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医療法に基づく面接指導

医師の研鈴に係る労働時間に関する考え方について

一、一

(令和元年7月 18基発 0701第9号労働基準局長通達〉

2 所定労働時間外の研績の取扱い(一部被粋〕

(2)'唱専士の学位を取得するための研究及び論文作成や、専門医を取得するための症例
研治論文作成
ァiffifl，の具体的内容
例えば、学会や外部の勉強会への参加 ・発表準備、院内勉強会への参加 ・発表準

備、本来業務とは区別された臨床研究に係る診療データの整理 ・症例報告の作成 ・
論文執筆、大学院の受験勉強、専門医の取得や更新に係る症例報告作成 ・講習会受
講等が考えられる。
ィ訴訟の労働時間該当性
上や先輩である医師から論文作成等を奨励されている等の事情があってち、業

務上必須ではない行為を、自由な意思仁基づき、所定労働時間外に、自ら申し出て、
上司の明示 ・黙示による指示なく行う時間については、在院して行う揚合であって

も、ご般鈍ι混血路島に該当レ1J.りιき之亘ねる。
ただし、研鎖の不実施につし!就業規則上の制裁等の不利益が課されているため、

その実施を余儀なくされている湯合や、研舗が業務上必須である湯合、業務上必須
でなくとも上司が明示 ・黙示の指示をして行わせる揚合は、当該研績が行われる時
間については労働時間に該当する。

医療法に基づく面接指導

医療機関の医師の労働時間短縮の取組の評価に関するガイドライン第1版

医師の労働時間短縮の取組状況評価の視点/評価の要素

2.1.4医師の業務の見直レの実施

( ~平価の視点]
O医療機関における夜間、休日の勤務体制について労働時閣を短縮するだめの取組
が行われていることを評価する。
O医療機関における時間外労働の削減のための取組が行われていることを評価する。
O 自院が果だすべき役割(病診連焼、外来診療のあり方、対象患者等)を倹討し、
検討結果を踏まえた取組が行われていることを評価する。

[評価の要素]
・交替勤務制の検討 ・導入
・蛮形労働時間制の倹討 ・導入
-労働時間短縮!こ向けた宿巴直の運用の横討 ・実施
.復毅主治医制やチーム制の様討 ・導入
・各診療科!こおける労働時間短縮の取組の実施
-その他これらと同等に短縮効果が期待される取組の実施
・会議や力ンファレンスの効率化 ・合理化、勤務時間内の実施
.自院が果たすべき役割の検討とそれを踏まえた取組の実施
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医療法に基づく面接指導

医師労働時間短縮計画作成ガイドライン第1版

6-2労働時間短縮に向けた取組

(1)タスク ・シフト/シェア

1)看護師
・特定行為 (38行為 21区分〕の実施、 事前に取り決めたブロトコールに基づく薬剤の
投与、採血 ・機査の実施、毅急外来における医師の事前の指示等に基づく採血 ・様査の実
施、注射、採血、静脈路の確保等、力テーテルの留置、18去等の各種処置行為 ・.. 

2)朗産師
・院内朗産、問産自市外来

3)薬剤師
・事前に取り決めたプロトコールに沿って行う処方された薬剤の投与量の変更等
・薬物療法に関する説明等 ・.. 

4)診療放射線技師
・撮影部位確認、検査オーダー代行入力、放射線検査等に関する説明、同意書の受領・ ・

5)臨床検壷筏師
・病棟 ・外来における採血業務 ・.. 

6)臨床工学技士
人工Is¥柿施行中の患者の血液、補液及び薬剤jの投与量の設定、全身麻酔装置の操作・-

7)理学療法土・作業療法土 ・言語聴覚士

8)医師事務作業補問者その他の職種
診療録等の代行入力、各種書類の記載・・ ・

医療法に基づく面接指導

医療法!こ基づく面媛指導に有用なウ工ブサイト

いきいき働く医療機関サポートWeb(いきサポ〕
httos:/ /irvou-kinmukankvoumhlw疋oio/

医師が元気に働くための七力条(日本医師会勤務医の健康支獲に関するプロジ工ク
ト委員会、平成21年9月)
htt 口s://wwwmed口ri口/rll-mf'!rl/kinmlJ/ rloけ口r7口rlf

医師の働き方様討委員会答申、医師の勤務環境改善のための具体的方策(日本医師

会医師の働き方検討委員会、平成30年4月〉
httos:/ /wwwmed口rio/dl-med/也 ireikaiken/20180411 3出 f

長時間労働の医師への健康確保箔置に関するマニュアル(医師の専門性を考慮しだ

勤務実態を踏まえた需給等に関する研究班、令和2年12月〕
h竹口会 /八八八NWmhlwe:口 i口/mntp.nt /1 0800000/0007081 fiフ口rlf

医師の働き方改革に関する好事例、第15回医師の働き方改革の准進に関する検討会
(令和3年9月15日〕
httos:/八八八刷Imhlw目的Ir.ontp.nt/1 08αゎ∞/00083フ5フ9口df ~ 

現行制度の下で実施可能な範囲におけるタスク ・シフ ト/シェアの推進について〔令

和3年9月30日伺け医政発0930第16号)
httos:/ /wwwhosoitalori口/口df/1520210930 010df 
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